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何か当クラブのことを言われてしヽるよう姉 ちで周

いて参 りました。

当クラフで t残 食なから遅袋未望者力続 出しているの

t ゆ ケヽ原因があるのではないかと真剣 に突き詰めて

考えなけれtまならな けヽと考えます。例えば会費あましヽ

のであれは篤費を下けることを考えるた察tあ るでし

ょうし ま たメU割却系に問題 があるのであればあ三い

に仰割れ談を持つてどうする力■ えなけれはならな↓ヽ。

増強力比 要であれば皆きた 7人 7人力堆 賓委員長にな

つたつtり で積極的に活動 して笠 し↓ゝ 11月 18日 の

地区の公員増強委員長会議の報告力採 ています。日園

引乱布勿 レーフです力鵠 を35万 Rか ら8万 Aと し

食歌 をその莉蟻 ムってtら うようにしたところ票

入会者力斗曽え ク ラブtす討笥tじ 亮 に東入会 した人

″新 たな会員を入会させクラフの雰□気t良 くなった。

会費と経費のベランスは イロ々のクラフの工央力判 定

である。また80寂 Lp_Eの会費半戎とか え 除会員の

会費を軽其 してしヽるクラフtあ るとの報告tあ る。ま

た束兵クループの高爺 RCが 24名 から0名 に会員力(

友少した。これがモカ レクラブとして径 舌したのです

が 先 す遅会理由はヽあヽを調査し 例 会を週 I回から

隅週にした。会費力常ヽ いとしヽう場合は入会全を数庭 し

た。クラブ名を都斎から 「高論Jに 変亮した。ま/‐C

O最 以上の会員には奥様の代理由凍t記 めた。これは

踏 業の入会につな↓するた味tあ る。例会の療万t篤 舌

を最初にして次に食事にしたところ和気あいあしヽと進

たた。員にビジターには比ず3飼 笥のスピーチをして

tら う。こ々な方の訪間によつて日
一タリークラブは

い の尊 重電元会であるとしヽう東非 てたd

これらの事によつて例会力充 実し面白いこのになった

としヽう報告t未 てしヽますも当クラブとしてt他 人事で

はなく 身 に7ELられる星い0笥 いて会りました。

4tにクラフリーターシッププランのiミ t出 ました。

をき塩と Jにおす 」宮現多

弛 医指事者セミナー報告

7月 26日 (木)新 后輪プリンス木テリレて地区嬉学者セ

ミナーカ罰 笙され 私 と赤慰 曽裟委員長が出席 しまし

/・。和 ル すヽ―より会員増強をどのように考えてい

るか話があ り 「増強なくして日―夕リーの発展はな

けJと 重ねて主張 されました。昨年 6月 3θ日会員数は

地区で 470 0名 でしたが  12月 3+日 で 47∽ 名  た

った 4名 '曽でペシフィックベースンを合 わせてt9名

の1曽で全くお寒し状 況であるとの報告で した。

アンケー ト調査によるとロータリーに入会 して良かつ

たというメψ(8∞ 似 土 いるそうですが 付 舞 謹 す

ると答えたル (央に 75%tい たそうです.こ れはど

ういうことかと次の 3京 を争げられました。

O攻では日―タリーをエンジヨイしている力(基務を果

た しては しヽな しヽのではな しヽか。

②日―タリーにお足する人が少ないのではないか。

③攻々に何か力堤りないのではない力、

表ぐt年 を取ると一番え雲なのは友人ではない力、 人

のために1'かをやっていないとそしヽる。また人から架

視されるようになるとこれtを いにつなかる。世の中

の人のためになること 貢 萩する人になること力弘 違

の任務ではないり、 また新しく大会した人を言で支え

るこ力状夕府ある。出療回数が少なくなつたとか 日

―タリーに作 ク`弓ついかりがあるのではない力汽 をつ

けるとか 皆 で丈援する比雲があるという話tさ れ
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当クラフにおしヽては本国例会後にリーターシッププラ

ンの準備委員会を聞僅しますので 腐 係者はあ集まり

くださレ、 各クラフそれてれの ミヽ はまた決まつてしヽ

ないようです力掌 入により 遅 会け止や会員増強につ

な力れ ば面白いと考えます。当クラフi槙 皇に審議 し

て導入を検討して参りたレヽと屁います。

討鞠韓潮卸訴としコ輛斐しました。よろしく。

何で 今 日は府なんでしょう。よりによつ

て こ の日力ヽ めげずに和長ります。

たまには雨iし しヽヽです紅 川ヽ谷きた、卓話

案しみにしてしヽます。

小谷きた、卓謡案 しみです。久 しぶりのサ

ンピア例会 記食して。

小谷さん イラユウ]タヒ
・
■楽 しみです。

小谷さん、卓話美 しみで
一す。

小谷さん 仁 力→3タビ考楽しみです。

小谷きたのをカウ]玖ビ与案 しみです。

小谷され 仁 近ウョスピ考楽しみです。

小谷きたのイラト方以ビ写条しみです。

寒いですねネ ′ 小 谷さん ス ピ
ーチ楽し

みにしてま曳

小谷槙 せ庁 ″ョスピ■案しみにしてしヽます。

久 しまりの雨ですが 雪 にならなくて蕪

ったです。小谷さん 仁 九ウ]スピサ楽 し

みです。

年会袋 命 半期)未 紳の方lj― 瀬 レヽします。
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◎次年震会務鞍告 筆 レクト 劇 田 住

本国例会前に第 3回 被選理事会窃 催 し当クラフの年

周予定を訪議 しました。追つてあ知らせします。また

7月 郷 日 01)揚 白圧の会場にて効噴東勿 し―プの次

年度第 1回 会長幹事会力閉 償され萩生回政由幹事二

レクト 勒 弓の割 さたの3メ、で出席 し 勺 苛予定

説明 CLD lγ の話がありました。今度は東京たまか

わ RCの 源お診 力` ＼ナー補佐になります。

倭 員熱 告l

◎出席報告        出 席委員会 A口   ■

会穀    42名

出席穀   47名 (出席免除者2名 )

出席者数    28名

欠席者数    73名 (事前Mυ 7名 )

出末キ   68 29%

掠填γけj川坂 ‐部 1/博 被選理事会

r/78 最 悠訂正出生隼  03 4r96

◎ニコニコB CIX   規 践周助委員会 埼 地  生

Jけオ キ彦 管 さん 一 人ひとリカ増 強委員長になつた

つtり で増強にご協力くをさしヽ。

篠う ― 雄 久 しフStりの雨ですね。風邪ざみのントに良

薬となります。仁九ウ]以じ子の小谷さた

某 しみです。三しくわ糠し政 します。

宮材 宏

◎イニシェーションスピーチ

伸 紅 プラザ木テル多残俺費配人 ノト谷 敏津会員

私の生い立ちを中たに自己紹介をさせて頂きます。私

は貫ちは東京だつたのです力望如 25年 1月に福非鼎際

山市で出生しました。JR福 非駅から 7的 笥程入つた

日術 Y24`000(累 計 ¥66r,oo3)

月□を山で□まれた の とか御町 (当時)で す。人□

は約 3万 人だったと記にしています。名所 日跡と言い

ますと永平うや東尋坊がありますが こ の永平手より

さらに山の奥に入 つたところにある町と言えば何とな

くご担険がつくと見います。

(以降 学 生時代から現在に至るまで連珠のあ話た交

えご稲分がありました)

◎京整              会 長  北 材 幸 彦

(令週の担当 小 ぢ訂1其わ

雑 茫

吉尺 拝景

萩生回政由

視野 葉 ―

オーストラリアに 70日 に暫予つてきまし

た。シャラボワ ヒ ンギス フ ェデラーの

ゲーム見ました。フト谷さん 卓 話美 しみに

しています。

外度令たしヽ府でt 元 気な皆さんの顔に会

えて 少 しあつたかくなったよ。

叙 お軸 を威 して。

今日は雨で寒しヽよう―も宮材さん久々です

オユソ

たまには   変 わつた会場で。小谷さん

卓話案 しみです。
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